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【ALPHAとは】
・PC、タブレットなど端末を問わず体⼒テスト計測・集計・分析ができるシステム
・児童⽣徒は1⼈1台のタブレットを使⽤して記録を⼊⼒後すぐに結果やフィードバッ
クの確認、経年変化や取り組むべき運動動画の確認を⾏うことができる
・教員は児童⽣徒の記録を⼀括⼊⼒・修正・閲覧ができ、学校内の各種集計結果の確
認や個⼈結果表の⼀⻫印刷ができる
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【活⽤場⾯】
・体⼒テスト実施時
・体⼒テストに向けた取り組み時
・体⼒テスト後の体⼒向上に向けた取り組み時
【サービスの特徴】
・記録⼊⼒後の即時結果フィードバック（児童・⽣徒）
・各種⽬のお⼿本動画や取り組むべき運動動画の視聴（児童・⽣徒）
・児童⽣徒の⼊⼒状況の即時確認（教員）
・集計結果の閲覧や個⼈結果表の印刷（教員）
・授業で使える運動動画の視聴（教員）
【サポート内容】
・年度当初の使⽤⽅法説明会実施
・年間を通しての問い合わせ対応
・教育委員会への提出資料作成



■学校等教育機関の課題と解決策

4探究的学習関連サービス等利活⽤促進事業費補助⾦ 効果報告レポート

【教員】
従来の紙の記録⽤紙で体⼒テストを実施した場合、
課題①：記録⽤紙の配布や回収、記載内容の確認に多くの⼯数がかかっている
サービスの役割：デジタル化による児童⽣徒登録及び⼆次元コード読み取りによ

るログインで記録⽤紙の準備が必要ない。また、児童⽣徒が⼊
⼒する際は異常値のエラー表⽰機能があり、⼊⼒内容は教員側
でも⼀覧で確認ができるため、これまでの記録⽤紙回収や記載
内容の確認に要していた時間を⼤幅に短縮できる。

課題②：児童⽣徒の待ち時間が多く、効率的に授業を進めることができない
サービスの役割：待ち時間に各種⽬のお⼿本動画やコツを確認したり、過去の結

果との⽐較をしたりすることにより待ち時間を効率的に活⽤す
ることができる。
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【教員】
従来の紙の記録⽤紙で体⼒テストを実施した場合、
課題③：学校の現状を把握できない
（結果が返ってこない、返ってきたとしても2,3ヶ⽉後）
サービスの役割：集計結果を即時に確認できるため、即座に学校の現状を確認し、

その後の取り組みに活かすことができる。
課題④：体⼒テストの結果を授業に活かすことができない
サービスの役割：各学年・クラスの各種⽬平均値に応じた取り組むべき運動例を

動画で確認することができるため、体⼒テスト実施後の体⼒向
上に向けた取り組みを迅速かつ明確に⾏うことができる。
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【児童・⽣徒】
従来の紙の記録⽤紙を使⽤した場合、
課題①：⾃⾝の評価や各種⽬のフィードバックを即座に把握することができない
サービスの役割：記録⼊⼒後すぐに⾃⾝の結果を端末上で確認ができるため、振

り返りや今後の⽬標を⽴てることができる。
課題②：体⼒向上のためにどのような運動に取り組んだらいいのか分からない
サービスの役割：⾃⾝の記録と⽬標とするレベルに応じて個別最適化された運動

事例を動画で閲覧することができるため、体⼒向上のための取
り組むべき運動を効率的に⾏うことができる。
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【児童・⽣徒】
従来の紙の記録⽤紙を使⽤した場合、
課題③：体⼒テストの結果を活⽤した主体的な学び（探究学習）を実践できてい
ない
サービスの役割：過去の結果を⼊⼒することにより⾃⾝の経年⽐較を⾏うことが

でき、また個別最適化された動画を閲覧することで、体⼒向上
のために何をどのように取り組むべきか、次回の⽬標設定はど
のように⾏うか、主体的に考えながら進めることができる。



■学校等教育機関の課題と解決策

8探究的学習関連サービス等利活⽤促進事業費補助⾦ 効果報告レポート

【探究的な学びへの活⽤例】
以下に各学校で⾒られたALPHAの探究的な学びの活⽤例を記載する。
・⾃⾝の結果を即座に確認し、体⼒向上が必要な部分を把握、その後どのような
運動に取り組むべきかを個別最適化した動画を確認しながら考え取り組む
・⾃⾝の経年変化を確認し、記録が伸びなかった種⽬について各種⽬のコツを動
画で確認したり、友達と教え合うことによって考え取り組む
・各種⽬のコツを動画で確認し、⾃⾝の⾏い⽅との違いやどのように体を動かせ
ば⼤きな⼒を発揮することができるのかをグループで話し合う
・過去の結果から今回の⽬標設定を⾏ったり、今回の結果から次回の⽬標設定を
⾏ったりと、⾃⾝の体⼒について⻑期的に考え取り組む

今後は、体⼒テストの結果をどのように実⽣活に活⽤するか、運動することが実⽣活や今後にどのような影
響を及ぼすかを児童⽣徒が主体的に考え取り組むことができるように、機能の充実を図っていく。
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【活⽤場⾯】
各学校は以下の流れでALPHAを活⽤している
＜児童⽣徒＞
①体⼒テスト実施中に記録を⼊⼒
②⾃⾝の結果を確認
③個別最適化された動画を確認
④振り返りや今後の⽬標計画⽴案
＜教員＞
①体⼒テスト実施後に児童⽣徒の⼊⼒状況確認
②⼊⼒ができていない児童⽣徒への声掛け
③各種集計結果や授業で使える運動動画を確認
④学校としての今後の取り組み⽴案＆実⾏
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【活⽤中のPC画⾯（教員）】
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【活⽤中のPC画⾯（児童⽣徒）】



■探究的な学び⽀援補助⾦における導⼊実績
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紋別市教育委員会（学校数：8）
⼩学校5校（児童数：405名）、中学校3校（⽣徒数：383名）
仙台市教育委員会（学校数：2）
⼩学校1校（児童数：333名）、中学校1校（⽣徒数：305名）
桑名市教育委員会（学校数：1）
⼩学校1校（児童数：168名）
⽜久市教育委員会（学校数：14）
⼩学校8校（児童数：4261名）、中学校6校（⽣徒数：2291名）

【合計】
学校等設置者数：4
学校数：25
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【教員の働き⽅に及ぼした変化】
ツールの使⽤がある程度進んだ段階で、3校に訪問しヒアリ
ングを⾏った。その結果、主に挙げられた点を記載する。な
お、⽐較対象は「従来の記録⽤紙を使⽤した体⼒テストの実
施」である。

①全体的な業務量の削減（図1）
児童⽣徒の⼊⼒状況は教員が使⽤するALPHAに即時反映さ
れるため、これまでの準備・実施・確認・修正に要していた
時間を⼤幅に短縮することができる。例えば記録⽤紙で実施
した場合は準備から最終的な記録の修正まで1000分以上時間
を要していたが、ALPHAを使⽤することで約120分の作業量
で⾏うことができる。右図は弊社独⾃に作成したものである
が、デジタル化によりこれまでの⼿作業⼯数が⼤きく減少し
たことが各学校からも声として挙がった。 図1
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【教員の働き⽅に及ぼした変化】
②⽣徒の主体的な探究学習サポート
児童⽣徒が使⽤するALPHAでは、⾃⾝の結果を即座に確認することができ、また
経年変化や⽬標に応じた個別最適化された運動動画を視聴することができる。それら
の機能を使⽤して、学習の中で児童⽣徒が主体的に反省点を洗い出したり、⽬標設定
を⾏ったりすることができ、教員もサポートを実施しやすい。
③体⼒向上に向けた学校の取り組みの早期決定
全児童⽣徒の記録が集約されると、学校内の体⼒テスト結果を確認することができ、
平均値や標準偏差の確認、クラスごとに取り組むべき運動動画の視聴などができる。
従来は学校の結果が返却されるまでに1ヶ⽉〜2ヶ⽉ほど時間を要していたが、
ALPHAを使⽤することにより即時確認が可能となる。
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【児童⽣徒の学び⽅に及ぼした変化】
①即時フィードバック確認
これまで体⼒テスト実施後に個⼈結果表が届くまでに数ヶ⽉ほど時間を要していた
が、ALPHAでは即時の結果確認が可能。そのため、意欲的に⾃⾝の結果を確認する
ことができる。
②探究的な学びの実現
⾃⾝の結果を即座に確認することができ、また経年変化や⽬標に応じた個別最適化
された運動動画を視聴することができる。それらを使⽤して主体的に反省点を洗い出
したり、⽬標設定を⾏ったりすることができる。また、グループで課題の検討と実践
などを⾏うこともできる。



■サービスを活⽤するにあたっての課題とその改善策
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①⾃治体ごとのセキュリティチェック
ALPHAはWEBアプリであるが、⾃治体ごとに異なるセキュリティ項⽬に
準じている必要がある。セキュリティチェック項⽬を共有いただくことで弊社
にて確認を⾏い、対応している。
②デジタル化への不安
学校現場ではGIGAスクール構想以降、教育のICT化が進められている⼀⽅で、
既存のやり⽅（体⼒テストの場合は記録⽤紙を活⽤した実施）に慣れている状
況もあり、デジタル化への不安の声があることも少なくない。その場合には、
導⼊前にデモ版をご利⽤いただくことで確認できる機能や使⽤⽅法をご確認い
ただいている。
③児童⽣徒の端末使⽤状況
特に⼩学校低学年において、端末を使⽤する難しさが挙げられる。そのため、
教員による各種記録の登録を⾏うことができるようシステム開発を⾏ってい
る。



■サービスを活⽤した児童・⽣徒・教職員等のコメント感想等
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【児童・⽣徒】
・結果をすぐに確認でき、これまでの成⻑記録や運動動画を⾒ることで⾃分の体⼒の
現状について考えることができた
・⾃分に適した運動を動画で確認することができ嬉しかった
・友達と⼀緒に考えながら運動に取り組むことができた
【教職員】
・これまでの記録⽤紙を使⽤した実施⽅法と⽐べて、業務負担が⼤きく減少した
・⼦どもたちが運動動画を⾒て休み時間に実施している様⼦を⾒て、運動意欲の向上
を実感できた
・⼦どもたちが⾃⾝の記録を確認し、何をどのように取り組んだらいいか主体的に考
えている姿を⾒ることができた
・デジタル化によって記録⽤紙を保管する必要がなくなり、データがなくなる⼼配も
なくなった



■会社概要
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【会社情報】
会社名：Pestalozzi Technology株式会社
代表取締役：井上 友綱
設⽴：2019年7⽉1⽇
従業員数：25名（アルバイト含む）
所在地：東京都新宿区⻄早稲⽥1-22-3 早稲⽥⼤学アントレプレナーシップセンター
資本⾦：101,550,000円
事業：体⼒テストデジタル集計システム「ALPHA」

【決算】
2023年3⽉期
売上⾼：20,295,990円
経常利益：▲28,425,709円

【問い合わせ先】
電話番号：03-6228-0493
メールアドレス：alpha@pestalozzi-tech.com
HPからの問い合わせ：https://Pestalozzi-tech.com/contact/

mailto:alpha@pestalozzi-tech.com

